
私たちの防災の日〈2026年の活動〉

お互いの存在を意識するようになってきた、よちよちぐみの0歳のお友だ
ち。遊ぶ時も、いたずらする時も一緒。これからも仲良く楽しもうね！

いっぷくの畑で収穫された新鮮な枝豆。今年も、いっぷく名物「枝豆も
ぎ」の時季を迎えました。慣れた手つきで、どんどん作業が進みます。枝
豆の食べる速さもなかなかのものでした。

月に1度、筆ペンのレクリエーションを行っています。お手本をもとに、
季節の一言川柳を選んで書きます。習字とは違い、文字も小さく書くので、
とても集中力が必要です。作品は食堂に飾られ、「貼ると違うね！」と喜
んでいただけました。

9月はアルツハイマー月間
です。認知症への理解と支
援を広げるための活動の一
環で、オレンジカラーの装
飾を、いつもの壁に施しま
した。

2011年7月29日、新潟・福島豪雨により、施設は裏山が
崩れ土砂災害の被害に遭いました。あの日から私たちは、
毎年防災の活動を行っています。地震や水害はいつやっ
てくるかはわかりません。私は大丈夫…そんな根拠のな
い大丈夫は、最近の異常気象では通用しないのです。あ
の日から15年が経ち、当時の災害を経験している職員も
少なくなってきました。2026の活動は、「15年前のあの
日を振り返る」をテーマに行いました。

卒園した小学生を招待して、みんなで人形劇を楽しみました。最後にいろ
いろな動物の人形を手に持ち、舞台裏を探索したり、記念撮影もしました。

災害は、「まさか」ではなく「いつか」起きる、何もない
日常から心の準備と備えが必要で、何よりもチームワーク
が大切ということを伝えました。いっぷくには、若い職員、
外国籍の職員もいます。動画や話し合いによって、たくさ
んのことに気づき、感じてもらえた活動となりました。今
年も各地で地震や大雨の自然災害が相次いで発生していま
す。被害に遭われた方が、少しでも前を向いて歩いていけ
ますように、心よりお祈り申し上げます。

大盛況の観劇ショーのご
案内です。楽しみにされ
ていた方も多いのではな
いでしょうか？

響ファミリーショー開催決定！


